
「ヘリカルCT肺気腫ドック」を受けてみませんか

当所での「ヘリカルCT肺気腫ドック」では以下の検査をおこないます。

ヘリカルCTスキャンと直接胸部レントゲン写真（正面）

オプション検査

肺機能検査

動脈血ガス分析検査

肺の一番奥の肺胞と呼ばれる小さな袋で呼吸の働きをしています。肺

胞の壁が喫煙や大気汚染などにより破壊されると、のびきった風船のよ
うな部分が肺の中にたくさんでき、これが肺気腫です。息切れやせきの症
状が出現し、重症になると酸素吸入が必要になります。

年齢とともに増加し、日本人の40歳以上で530万人、70歳以上で212万人
存在すると推定されています。近年、増加傾向にあり2000年より死因の
10位を占めるようになってしまいました。喫煙の影響が大きく、肺の生活
習慣病ともいわれています。

ＣＴ肺気腫ドックをお勧めする条件

１）年齢が50歳以上

２）喫煙をする人、過去に喫煙をしていた人

３）息切れ、せき、たんが続いている人

ヘリカルCT肺気腫ドックでは初期の肺気腫の変化を検出できます。肺機能検査では肺
活量のほか、肺の弾力性を判断します。動脈血ガス分析では動脈の酸素と炭酸ガスの
値を調べて肺の働きを総合的に診断します。
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低線量「ヘリカルCTスキャン」により、
被爆量は通常の５分の１程度になり
ます。
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